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百年前の「当たり前」を知るために 
̶̶ 近代奈良書物⽂化環境へのアプローチ ̶̶ 

 
磯部敦（奈良女子大学） 

 
１ 〝あたりまえ〟の環境へ 

 
１・１ わたしの研究 
l 東京稗史出版社研究、銅版草双紙研究、沢田法文館研究（京都の仏書屋） 
l 明治初期山梨県、石川県、長野県における新聞や教科書の流通研究 
l 近代奈良県書物文化環境 
 
１・２ 書物研究の５Ｗ１Ｈ 
l 誰が、いつ、どこで、何を、なぜ購入し、 
l どのように読み、どのように扱ったのか。 
 
 

２ 広がりを知るために 

 
２・１ 既存資料から 
l 組合史、自治体史 

¡ 『大阪印刷百年史』、『大阪製本組合史』など 
¡ 『奈良市史』（奈良市）、『田原村史』（奈良市田原地区） 

l 名鑑、商業案内など 
 
２・２ 書物の奥付、名寄せ 
l 名寄せ資料 

¡ 井上隆明『改訂増補 近世書林板元総覧』（日本書誌学大系 76、青裳堂書店、1998） 
¡ 鈴木俊幸『近世日本における書籍・摺物の流通と享受についての研究 本屋名寄』（科

研報告書、1999） 
l 奥付 NDLデジタルコレクション「出版地検索」→ 出版社や印刷所の抽出と振分け 

¡ 地域別に並べかえることで「まとまり」としてあったものが見えなくなる 
 
２・３ 諸データベースにないものを知る 
l 会社録や人事録 → 地域の小さな業者たちのすがたはみえない 
l 校友会誌、社内報、整版後印本など 
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３ 動きを知るために 

 
３・１ ⽂書にあたる 
l 公文書＝行政との関わりで動きをとらえる：出版文書、新聞回覧、通達類 

→ 公文書館、県立図書館、郷土資料館、各学校など 
l 私家文書＝地域との関わりで動きをとらえる：雑誌等回覧、日記、ノート、書籍類（痕跡本） 

→ 個人蔵、県立図書館、郷土資料館など 
 
３・２ 商圏をつかむ 
l 領収書・罫紙 ＝ 必須の事務用品 ＝ 安定的な収入が見込める商品 
 
３・３ なぜ奈良で印刷しないのか 
 
 

４ 実態を知るために 

 

４・１ 書物の移動記録 
l 図書原簿、購書目録 ＝ 動的史料、過程 

l 図書目録、蔵書目録 ＝ 静的史料、結果 

 

４・２ 書店史料 
l 桂雲堂豊住書店の史料たち 

 

 

５ 〝あたりまえ〟の環境とは 

 

５・１ 史料あれこれ 
l 電話番号簿、はがき、写真、地図、引札・広告 
l 貸本、古本、寄贈・交換情報 
g いつ見るかというタイミング 
 

５・２ 過去から現在へ ／ 未来から現在へ 
 


